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研究成果の概要（和文）：外国人労働者の増加による影響は，地域に広く波及する前に外国人が集中する産業や
職種の労働者や企業により強く観察される可能性が高いと考え，産業や企業における外国人雇用の影響を分析し
た。そして，企業は高技能外国人と非高技能外国人を明確に区別しており，日本の労働市場において両タイプの
外国人は，全く異なるポジションに位置することを明らかにした。特に，非高技能外国人労働者の雇用を計画す
る製造業企業では，R&Dへの投資に消極的で労働集約的な生産に傾斜していた。

研究成果の概要（英文）：We examined the impact of foreign employment in industries and firms, 
considering that the impact of their increase is likely to be observed more strongly among 
industries and occupations where foreigners are concentrated. We found that firms clearly 
distinguish between highly skilled and unskilled foreigners and that both types of foreigners occupy
 very different positions in the Japanese labor market. In particular, manufacturing firms planning 
to hire less-skilled foreign workers were reluctant to invest in R&D and inclined toward 
labor-intensive production.

研究分野： 労働経済

キーワード： 外国人労働者

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
企業と労働者の労働需給の両方の観点から，日本の外国人雇用の特徴の一端を明らかにした。企業データの分析
からは，雇用戦略・技術投資と外国人雇用の関係を明らかにした。労働者データの分析からは，外国人の人的資
本や職業選択の特徴から，外国人労働者を通じてみえる日本の労働市場の質の変化の萌芽を明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

2010 年代に入り，人口減少下での労働力確保が困難になるとともに，外国人労働者の受入れ
拡大議論が活発化した。この中で，日本に居住する外国人労働者の様態を捉えようとする研究も
増加していた。だが，外国人の様態を詳細に把握できるマイクロデータは質量ともに十分でなく，
地域レベルの集計データを用いて，地域に外国人が増えた影響をみる研究が中心だった。また，
英語では「immigrant (他国からの移民)」と「emigrant (他国への移民)」が区別されるように，
移民は双方向的な存在であるが，国外の日本人就労者に着目した研究は少なく，包括的な定量分
析はほとんど行われていなかった。 
 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では，外国人労働者が増えたことによる影響は，地域に広く波及する前に，外国人雇
用が増えた産業や職種の労働者や企業により強く観察される可能性が高いと考え，分析単位は，
企業ないし外国人雇用企業の日本人雇用者として，産業や企業における外国人雇用の影響をみ
る。 
 
(2) 経済のグローバル化とともに，国外での就労も人々の現実的な選択肢となる中で，国外就労
者の人的資本と企業・労働市場との関係を明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 外国人雇用に関する変数を含むデータを用いて，外国人雇用企業と非雇用企業を区別するデ
ータセットを構築し，外国人雇用と企業業績・雇用戦略の関係性を実証する。具体的には，「賃
金構造基本統計調査」や「国勢調査」などの政府統計，連合総研が実施したアンケート調査など
の個票データからから外国人就業企業を識別し，企業活動に関する変数を含むデータと接合し
たデータセットを用いて，外国人雇用の多い産業や企業の特徴を多面的に明らかにする。 
 
(2) 「海外在留邦人数調査統計」等から時系列データを作成し，「国外で就労する日本人は，国内
の労働者よりも特定職種で働く傾向が強まっているのか」など，国外の日本人労働者と国内の日
本人・外国人労働者の属性や人的資本（学歴や職種）の特徴，その変遷を比較検討する。 
 
 
４．研究成果 
(1) 外国人労働者に関する統計と労働市場へのインパクトに関する論文のレビューをまとめ，書
籍の 1 章として公刊した（①）。 
 
(2) 「グローバル経済下の中小企業経営に関する調査（製造業）」アンケートの個票データを用い
て，グローバル競争の激化と，外国人労働者雇用および R&D 投資予定の関係を分析した。そし
て，海外との厳しい競争を実感する企業は，非高技能外国人労働者の雇用を考える確率が高いだ
けでなく，R&D への投資にも消極的となることが明らかとなった。特に日本人労働者が充足す
る中でも非高技能外国人労働者の雇用を計画する企業では，日本人ブルーカラー労働者から非
高技能外国人への切り替えという代替関係が示唆された。1990 年代後半の製造業中小企業の労
働集約的な生産への志向は，その後の「失われた 30 年」で顕在化した日本の中小企業の低生産
性の一因としても解釈しうる。 
 
(3) 外国人と日本人の賃金に関する研究では，2019 年度の「賃金構造基本統計調査」を再集計
し，賃金率を共通の指標として，日本の労働市場内での外国人労働者や雇用事業所の位置を横断
的に整理した。そして，外国人高技能者と非高技能者の間では賃金の水準や上がり方が大きく異
なり，両者は労働市場内で明確に区別されていることを確認した。非高技能外国人の中でも，技
能実習生の処遇は特に低く，正規雇用者や非正規雇用者など技能実習生以外の外国人グループ
の賃金にキャッチアップするようなキャリアラダーも見出せなかった。また，事業所レベルでの
分析からは，外国人の賃金率が高い（低い）事業所では，同じ事業所の日本人の賃金も高い（低
い）ことがわかった。総じて，事業所は高技能外国人と非高技能外国人を明確に区別しており，
日本の労働市場において両タイプの外国人は，全く異なるポジションに位置することになる。 
 
(4) ブラジル人の残留・帰国行動を明らかにする研究では，金融危機後に日本に残留したブラジ
ル人と，母国に戻ったブラジル人の特徴を分析し，不況期に生じた移住労働者の質の変化（セレ
クション）を捉えようとした。20 代以下の若年層や大学卒業以上の高学歴者が多く帰国した可
能性や，日本語能力が高くない者，5 年未満の滞在者，単身者が早期に帰国した傾向は，世界各



国の帰国移民の研究で明らかにされたパターンと異なるものではなかった。また，高技能者の遅
い帰国，非高技能人材の帰国支援金受給傾向，早期帰国や帰国支援金利用が日本での不本意就業
と関連していたことも明らかとなった。この研究は，企業の労働者需要の落ち込みに対する，労
働者の対応の一端を明らかにした研究として位置づけられる。 
 
(5) 日本人国外就労者と日本の外国人就労者の人的資本を比較し，労働者の流出入の両面から日
本の労働市場の質の変化を評価しようとした。日本で働く外国人の人的資本については，「国勢
調査」データを分析し，高技能外国人の職業選択の特徴を明らかにした。分析の結果，大学卒業
直後に日本で就職しなかった外国人は，内部労働市場への参入が難しく，（企業特殊的ではない）
一般的な技能や外国人固有の技能を用いた専門・技術的な職業に就く確率が高かった。また，こ
のような外国人の就業場所は，国籍に関係なく，高技能外国人のネットワークの影響をより強く
受けていた。しかし，日本人国外就労者の分析については，日本人労働者の多い国のセンサスが
予定通りに公表されなかったため，研究期間内での分析を断念せざるを得なかった。 
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